
Società Gomma Antivibrante SRL（S.G.A.）
SIMULIAで路面電車/鉄道の防振製品の	
開発スピードを加速
お客様事例

S.G.A.は、Hitachi Rail Italy Rock製の新型車両向けに客車のコネクター アーム ブッシングを開発して

おり、それに装着するサイレント ブロックの防振性能をクラウドベースのSIMULIAシミュレーション プラ

ットフォームを使用して検証しました。その結果、その製品に使用するエラストマーの弾性特性を定義す

るために必要な試作品の数が最小限に抑えられ、SIMULIAがいかに時間とコストの節約に貢献できる

かが示されました。



課題：
鉄鋼の可塑化に起因する非線形大変位、熱誘起応
力、収縮、マルチフィジックス、予備圧縮応力をシミ
ュレーションするツールを効率よく使用できるよう
にして、物理的な試作品作成の必要性を減らし、製
品の開発スピードを加速する。

解決策：
3DEXPERIENCEプラットフォームで稼動するクラ
ウドベースのSIMULIA高性能解析ソリューション
を既存のSOLIDWORKS 3次元CAD実装環境に追
加する。

結果：
•	 製品の設計から最終的なコンフィギュレーション
までのリード タイムを短縮
•	 必要な試作品の数を最小限に
•	 生産コストと制御装置の変更にかかるコストを削減 
•	 非線形マルチフィジックス解析を実行する能力を
獲得

Società Gomma Antivibrante SRL（S.G.A.）は、路面電車、鉄
道、地下鉄の車両産業のエンジニアリングと業界に通じた専
門家によって設立された、ピボット（フレキシブル ジョイン
ト）、弾性インサート、ブッシング、バンパー、ガイド部品、サス
ペンションなどの防振部品を製造するイタリアの大手メーカ
ーです。事業のほぼ96%は、鉄道と路面電車関連であり、他に
も海兵隊/海軍向けの特殊車両、産業機械の製作に携わって
います。同社の製品は、ヨーロッパをはじめ世界中の鉄道、路
面電車、地下鉄の車両で使用されています。その顧客には、国
際的、国家的に有名な鉄道車両メーカー（Alstom、Ansaldob
reda、Bombardier、Hitachiなど）、イタリアやヨーロッパの国
内および地域鉄道、およびそれらに関連する保守業者などが
含まれます。

品質システム/試験ラボ マネージャーのStefano Meli氏による
と、S.G.A.はさまざまな用途の製品を幅広く開発しているた
め、エンジニアは、その製品に使用されているゴムとエラストマ
ーの挙動と制振特性を深いところまで理解している必要があり
ます。「当社の製品開発プロセスの中で最難関に当たる部分
が、製品全体の寸法/設置面積の解析と定義、それに伴う負荷-
故障図の試験開発、そしてその後に続く試作品のテストです」と
Meli氏は説明します。「市場投入時間を短縮するために、非線形
大変位解析を効率よく正確に実施できるソリューションと、その
他の高度なシミュレーションを必要としていました」

S .G . A . の エンジ ニアは 過 去 に は 、同 社 の 製 品 の 開 発 に
Autodesk®とMSC®有限要素解析（FEA）ソフトウェアを組み合わ
せて使用していましたが、最近になってSOLIDWORKS®の3次元
製品開発ソリューションに乗り換え、それを契機に、同社のエン
ジニアリング プロセスを見直し、SOLIDWORKS設計環境の中
で使用できる、ロバスト性の高い統合型FEAシミュレーション機
能を活用することにしました。見直しは2018年の9月に実施さ
れましたが、SOLIDWORKSも同時期に、3DEXPERIENCE®プ
ラットフォーム上で動作し、クラウド環境上での製品開発を可能

にする新しいソリューションとしてSIMULIAの顧客フィードバッ
ク トライアルを実施していました。S.G.A.はこのプログラムに
参加し、SIMULIAの開発に進言しつつ、3DEXPERIENCEシミ
ュレーションが自分たちの設計プロセスにどのような影響を与
えるかを評価しました。その結果、SIMULIAは、ロバスト性の高
い非線形静解析FEAアプリケーションであると評価されまし
た。SIMULIAにはSIMULIA Abaqusソルバーが組み込まれ、ク
ラウドならではの利点を活用しながら検証やコラボレーション
のニーズに応えます。S.G.A.は、SOLIDWORKS CADシステム
と統合化されていること、S.G.A.が抱えている高度なすべての
解析問題の正確な解を出せること、マルチステップ/マルチフィ
ジックス シミュレーション シナリオに対応しているという理由
から、SIMULIAを採用しました。

「他のFEAシステムも評価しましたが、最終的にSIMULIAを
選択しました。理由は、従来の試作品作成技術と同等の結果が
得られる唯一の製品だったからです」とテクニカル マネージ
ャーのDavide Massa氏は述べています。「SOLIDWORKSの中
で対象物のジオメトリを変更できる点も評価しています。その
ために、SIMULIAに手を加えたり、後続の解析のために新し
くメッシュを作ったりする必要はありません」

時間と費用を節約
S.G.A.は、Hitachi Caravaggio製の新型車両向けに、客車のコ
ネクター アーム ブッシングに装着するサイレント ブロックを
開発していた時期に初めてSIMULIAを導入しました。ここで上
げた実績から、SIMULIAを使用すると、製品に使用されるエ
ラストマーの弾性特性の定義に必要な試作品の数が最小限
に抑えられ、時間とコストを節約できるということが明確にな
ったのでした。

「SIMULIAを使用したことによる最大の節約は、製品設計か
ら最終的な構成までのリード タイムの短縮と、生産や制御装
置の仕様変更に伴うコストの削減です」とMeli氏は強調しま
す。「SIMULIAにより最終製品の性能目標値を達成するために
必要な試作品の数を削減または最小化できるため、設計から
最終的な生産までのリード タイムを短縮し、試作品作成と微
調整にかかるコストも削減できます」

 「私たちが最も力を入れている点は、
高品質で耐久性があり、振動を効率よ
く抑える製品を作ることです。電車には
当社の製品が取り付けられ、そこに私

たちの子どもを含む大勢の子どもたちが乗るのです
から責任は重大です。SIMULIAにはさまざまなツー
ルが備わっており、製品の性能の安定性、信頼性を
向上できます」
 — Stefano Meli氏、品質システム/試験ラボ マネージャー



Societa’ Gomma Antivibrante à/SRLについて 
販売代理店：	ValoreBF, Gallarate, VA, ITALY

本社：via Lambro 45-47 
Opera, Milano 20090
ITALY
電話：	+39 02 57601450

詳細情報
www.sgaopera.it

複雑なシミュレーションで導く正確な結果
防振システムの開発時にS.G.A.のエンジニアに要求されるシミ
ュレーション シナリオの大部分が非線形大変位解析になりま
すが、SIMULIAを使用すれば、その他のさまざまな難易度の
高いエンジニアリング上の問題も含めて正確な結果を得ること
ができます。「非線形大変位解析のほかにも、鉄鋼の可塑化に
起因する熱変動と予備圧縮による縮退/応力という、シミュレー
ション上最大の問題も抱えています」とMeli氏は説明します。

「SIMULIAのおかげで、既に確定しているプロジェクトの実際
の結果とほぼ一致する結果を簡単に得られるようになりまし
た」とMassa氏は付け加えます。「言い換えれば、SIMULIAで
今までのプロジェクトを検証して、シミュレーション結果の正確
さを証明していることにもなります」 

安全性、信頼性の高い性能
同社の製品は鉄道、路面電車、地下鉄の車両と船舶で使用さ
れていますが、どれも乗客を乗せるため、安全性はS.G.A.にと
って最優先事項です。また、安全性を重視しているからこ
そ、SIMULIAが同社の製品開発業務にプラスの影響を与えて
いることにもなります。「私たちが最も力を入れている点は、高
品質で耐久性があり、振動を効率よく抑える製品を作ることで
す。電車には当社の製品が取り付けられ、そこに私たちの子ど
もを含む大勢の子どもたちが乗るのですから責任は重大で
す」とMeli氏は述べています。

「SIMULIAにはさまざまなツールが備わっており、製品の性能
の安定性、信頼性を向上できます」とMeli氏は続けます。「マル
チステップ/マルチフィジックスのシミュレーションを実行できる
ことも評価しています。たとえば、ジオメトリの変更内容を複製し
たり、新しくメッシュを作成したりしなくても、同じプロジェクトの
中で熱機械解析を実行できます。これは、SOLIDWORKSポート
フォリオとSIMULIAが全面的に統合されているからです」

SGAのエンジニアは、SIMULIAを非線形大変位解析に使用して

いるほか、鉄鋼の可塑化に起因する熱変動と予備圧力による収

縮と応力のシミュレーションのような、エンジニアリング上の難

易度の高いさまざまな問題に対する正確な解を求める際にもク

ラウドベースのプラットフォームを使用しています。
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ダッソー・システムズの3Dエクスペリエンス・プラットフォームでは、11の業界を対象に各ブランド製品を強力に統
合し、各業界で必要とされるさまざまなインダストリー・ソリューション・エクスペリエンスを提供しています。 
ダッソー・システムズは、3Dエクスペリエンス企業として、人々の進歩を促す役割を担います。当社は持続可能なイノベーションの実現に向けて、企業や人々が利用す
る3Dのバーチャル コラボレーション環境を提供しています。当社のお客様は、3Dエクスペリエンス・プラットフォームとアプリケーションを使って現実世界の「バーチ
ャル エクスペリエンス ツイン」を生み出し、さらなるイノベーション、学び、生産活動を追求しています。

ダッソー・システムズの 約2 万人の 従 業 員は、140 カ国 以 上、あらゆる規 模 、業 種の27 万社 以 上のお客 様に価 値を提 供します。より詳 細な情 報
は、www.3ds.com （英語）、www.3ds.com/ja （日本語）をご参照ください。

アメリカ大陸
Dassault Systèmes
175 Wyman Street
Waltham, MA 02451 USA

アジア - 太平洋 
ダッソー・システムズ株式会社
〒 141-6020
東京都品川区大崎 2-1-1
ThinkPark Tower

ソリッドワークス・ 
ジャパン株式会社
東京本社
+81-3-4321-3600
大阪オフィス
+81-6-7730-2702
info@solidworks.co.jp


